
広告募集中
◆1号広告(タテ4.5cm×ヨコ17.8cm)
　掲載料：1回10,000円、連続6回50,000円)
◆2号広告(タテ4.5cm×ヨコ8.8cm)
　掲載料：1回5,000円、連続6回25,000円)
※いずれも一色刷り

◆申し込み方法
　町公式ウェブサイトで「広告掲載申
込書」をダウンロードし、必要事項を
記入の上、必要書類を添付して総務課
までお申し込みください。 詳し

くは

総務
課ま
で!
!
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　昭和38年にふるさと小野町を離れて54
年、今思い起こすと数々の近隣からの手助
けがあり、現在の私があるものと最近、痛
切に思います。当時、私の実家は夏井の中
心部から離れた場所で「石戸屋」という所に
ありました。高校への列車通学には駅から
遠いという訳で駅近くの一軒家を貸しても
らいました。おかげさまで、私は高校三年
間、この借家で自炊しながら過ごしました。
隣家の方からは差し入れや風呂を貸しても
らい（夜、「風呂入りに来い」と言われまし
た）大変お世話になりました。また同じ高
校の先輩からは古い教科書を譲っていただ

きました。当時の教科書は前年の内容と変
わらないものがあり、先輩が教科書に引い
た赤線部分がテスト問題に出て助かった記
憶があります。一冊の教科書を大事に使っ
た時代でした。
　さて一昨年から旧夏井中学校時代の同級
生２人が「がん」の病で亡くなりました。親
友に親しく呼び掛けられないのがとても寂
しいです。そういう私も一昨年にすい臓が
んで余命宣告を受けました。４カ月におよ
ぶ抗がん剤治療の結果、担当ドクターも
ビックリしてましたが病巣が小さくなり手
術ができるようになり、昨年１月の手術に
無事成功することができました。多くの友
人・家族・親戚・病院関係者の方の激励・
尽力があったからこそと感謝しています。
体調はまだ万全とはいかないですが、同じ
病と戦っている方を力強く激励していき、
ふるさと小野町と惜別の同級生を思い「准
高齢者」として精一杯生きていくつもりで
す。

松崎　喜好
●夏井出身
●埼玉支部

ふるさとの恩と同級生との惜別

ふれあい通信

ふるさと小野町会
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